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主 ）

伊賀市　 「事務事業評価」　結果総括シート〔2次評価シート〕 （４）評価実施年度 平成　19　　年度

（１）政策
コード 名称 （５）評価責任者職名 健康福祉部長

1 (1)健やかに暮らせる安心なまちづくり （６）評価責任者氏名 槌野　策司

（２）基本施策

コード 名称

（３）生活課題 2 遠くまで行かなくても、高度医療の病院の治療を受けることができる。

（７）評価者

2 ②身近なところで高度な医療を提供する 市民病院事務長、大山田支所長

（９）
継続・
新規
(19.20.
21.22)

コード （１０）事務事業名 コード （１１）担当部課名

（１２）事業費(千円)

（１３）
投入
人員
（人）

な成果（新規事業の場合は目標

（１７）
指標の
単位

（１８）
評価
類型

１次評価結果 ２次評価

（33）その他の改革
改善点についてＨ１８

決算額

Ｈ１９
予算額・
補正要
求額

Ｈ２０
要求
見込額

（１４）指標名

指標の数値 個別評価

(23)
総合
評価

（24）
方向性

（25）
１次評
価修正
有・無

（26）修正点 （27）修正の理由

（28）
改革改善
案修正の
有・無

（29）
修正点

（30）
優先
度
区分

(31)
方向
性

（32）
方向性の評価につい

て
（１５）
１７年度

（１６）
１８年度

（１９）
必要性

（２０）
有効性

（２１）
達成度

（２２）
効率性

継続 0496 救急医療事業 130900 健康推進室 139,606 124,177 128,713 0.5 受診者数 3,328 人 Ⅰ 4 4 4 3 A 現状維持 無 ― ― 無 ― 1G a
地域医療にとって不可
欠である

―

継続 2004 本館耐震事業 市民病院 2,258 28,440 303,600 0.5
耐震工事進捗
率

H20で50 ％ Ⅱ 4 4 4 3 A 拡大 無 ― ― 無 ― 1G a
拠点病院として安全の
確保は不可欠

―

継続 2001
医療器械及び器具購
入

市民病院 70,720 200,720 50,720 0.1
医療機器更新
率

　 50 ％ Ⅰ 4 4 3 3 A 現状維持 無 ― ― 無 ― 2G b
診療内容を維持する
ためには必要

―

１９・新
規・当
初

2002 健診センター運営事業 市民病院 - 338,741 393,000 15.5 受診者数 H19で54 H20で56 人 Ⅴ 4 4 ― 3 A ― 無 ― ― 無 ― 2G b
地域医療に必要であ
る

―

継続 1128 医療用機械器具費 703100
大山田健康福祉
課

1,887 21,751 3,061 0.1 年間利用者数 8,931 10,778 人 Ⅰ 4 3 4 3 A 現状維持 無 ― ― 無 ― 3G d 地域住民の健康管理 ―

１９・新
規・当
初

2003 電子カルテ導入事業 市民病院 - 1,440 1,440 0.2 進捗度 H22で50 ％ Ⅰ 3 3 ― 3 C ― 無 ― ― 無 ― 4G d ― ―

全 6 事業
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